和製新漢語の成立における和習・和訳の影響 : 「理由」を例として by 鄒 文君 & スウ ブンクン
和
製
新
漢
語
の
成
立
に
お
け
る
和
習
・
和
訳
の
影
響
―
―
「
理
由
」
を
例
と
し
て
鄒
文
君
一
は
じ
め
に
近
代
新
漢
語
は
、そ
の
成
立
に
よ
っ
て
「
中
国
語
か
ら
直
接
借
り
る
」「
中
国
古
典
語
を
用
い
て
外
来
概
念
に
当
て
る
」「
日
本
人
の
独
自
の
漢
字
意
識
で
外
来
概
念
に
当
て
る
」
の
よ
う
に
、
三
種
類
に
分
け
ら
れ（
１
）る。
漢
語
「
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
考（
２
）察で
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』（
岡
三
慶
編
、
積
玉
堂
）
に
収
録
さ
れ
、
明
治
初
期
の
布
告
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
籍
に
は
出
典
が
見
当
た
ら
ず
、
中
国
語
の
比
較
的
古
い
用
例
と
し
て
『
上
摂
政
王
書
』（
康
有
為
、
一
九
〇
八
）
に
「
今
若
不
詳
述
先
帝
所
以
特
擢
世
凱
之
理
由
」
と
あ
る
が
、
上
記
の
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
よ
り
三
十
年
以
上
も
遅
れ
て
い
る
た
め
、
中
国
語
の
転
義
・
借
用
で
も
な
く
、
日
本
で
作
り
出
さ
れ
た
漢
語
、
い
わ
ゆ
る
「
和
製
漢（
３
）語」
の
類
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
高
野
繁
男
（
二
〇
〇
四
）
は
、「
理
由
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
思
考
様
式
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
理
由
」
は
字
音
語
素
「
理
」
と
「
由
」
の
両
方
と
も
「
わ
け
」
の
意
を
表
す
こ
と
が
で
き（
４
）る。
そ
の
た
め
、
類
義
語
素
の
並
列
に
よ
る
造
語
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
代
中
国
に
は
そ
の
よ
う
な
造
語
が
現
れ
な
か
っ
た
。
日
本
人
の
独
自
の
漢
字
意
識
に
よ
る
造
語
と
は
い
え
、「
理
」
と
「
由
」
を
結
合
さ
せ
る
発
想
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
っ
て
い
る
。
以
前
の
考
察
で
、
日
本
の
古
文
書
・
古
記
録
に
語
レ
ベ
ル
で
は
な
い
「
理
由
」
の
字
面
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
・
古
記
録
は
変
体
漢
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
漢
籍
に
め
っ
た
に
な
い
「
理
由
」
の
字
面
が
日
本
の
変
体
漢
文
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
日
本
独
特
の
語
彙
・
文
法
・
語
序
・
用
字
法
、
い
わ
ゆ
る
「
和（
５
）習」
を
含
む
変
体
漢
文
の
性
格
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、「
由
」
の
字
に
は
中
国
古
典
の
文
章
に
お
け
る
本
来
の
用
法
か
ら
逸
脱
し
た
形
式
名
詞
の
用
法
が
あ
る
た
め
、「
修
理
由
」「
有
道
理
由
」
な
ど
、
正
規
の
漢
文
に
は
あ
り
え
な
い
表
現
も
見
ら
れ
る
。変
体
漢
文
体
の
文
章
は
、
平
安
以
降
、
公
文
書
や
公
家
日
記
に
広
く
用
い
ら
れ
、
明
治
初
期
ま
で
、
な
が
ら
く
公
文
書
の
文
章
様
式
と
し
て
書
き
継
が
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
理
由
」
が
語
と
し
て
現
れ
た
布
告
な
ど
の
明
治
初
期
の
公
文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
漢
文
訓
読
体
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
「
理
由
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
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従
来
の
変
体
漢
文
に
現
れ
た
「
理
由
」
の
字
面
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
、
和
習
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
、
未
だ
に
不
明
な
点
が
多
い
。
一
方
、
明
治
十
年
代
以
降
、「
理
由
」
が
外
国
語
の
和
訳
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。『
哲
学
字
彙
』（
一
八
八
一
）
に
「rationale
理
由
」
と
あ
り
、
『
改
訂
増
補
和
英
英
和
語
林
集
成
』
第
三
版
（
一
八
八
六
）
に
は
「Riyu
理
由
（w
ake
）
reason,cause,m
otive
」
と
あ
る
。
高
野
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、『
百
科
全（
６
）書』
の
資
料
二
つ
以
上
に
跨
る
訳
語
語
彙
に
も
含
ま
れ
て
い
て
、
根
拠
の
意
を
表
す
英
語
「ground
」
の
訳
語
と
し
て
い（
７
）る。
厳
密
に
言
う
と
、「
理
由
」
は
、
外
来
概
念
に
当
て
る
た
め
の
新
造
語
で
は
な
く
、
既
存
の
和
製
漢
語
を
用
い
て
外
来
概
念
に
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
和
製
漢
語
が
い
か
に
和
訳
に
導
入
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
く
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、「reason
」
や
「rationale
」
の
意
味
的
機
能
を
果
た
す
た
め
の
語
素
「
理
」「
由
」
の
働
き
、「
理
由
」
の
内
部
構
造
に
起
き
た
変
化
な
ど
に
つ
い
て
も
、
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
和
製
漢
語
「
理
由
」
の
成
立
を
め
ぐ
る
疑
問
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
語
形
成
や
意
味
の
面
で
考
察
し
、
そ
の
成
立
に
お
け
る
和
習
・
和
訳
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
二
和
製
新
漢
語
「
理
由
」
に
つ
い
て
２
．
１
漢
語
と
し
て
前
記
の
通
り
、
明
治
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
は
「
理
由
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
は
、
収
録
さ
れ
た
語
彙
に
、
音
読
み
を
示
す
右
訓
と
訓
読
み
を
示
す
左
訓
の
二
種
類
の
フ
リ
ガ
ナ
を
振
り
、
そ
れ
に
意
味
を
説
明
す
る
た
め
の
「
講
釈
」
を
付
け
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。「
理
由
」
の
場
合
は
、
右
訓
に
「
り
ゆ
」
と
あ
っ
て
、
左
訓
に
「
わ
け
」
と
あ
り
、「
講
釈
」
と
し
て
「
シ
サ
イ
（
子
細
・
仔
細
）」
と
あ
る
。
そ
の
中
で
、
右
訓
の
「
り
ゆ
」
は
、「
理
由
」
が
漢
語
と
し
て
成
立
し
た
証
拠
と
し
て
、
現
段
階
で
見
出
さ
れ
た
最
も
古
い
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、左
訓
の
「
わ
け
」
は
、「
理
由
」
の
意
味
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
わ
け
」
の
意
味
に
つ
い
て
、「
意
味
・
内
容
」「
事
情
・
経
緯
」「
原
因
」
な
ど
あ
る
が
、「
く
わ
し
い
事
情
。
事
の
い
わ
れ
」
の
意
を
表
す
「
講
釈
」
の
「
シ
サ
イ
」
に
よ
れ
ば
、
事
情
や
経
緯
を
表
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
い
ろ
は
布
告
字
引
』
に
「
理
由
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
九
年
以
前
の
布
告
に
「
理
由
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
大
政
官
布
告
で
探
し
て
み
る
と
、
明
治
八
年
太
政
官
の
第
九
十
三
号
布
告
「
控
訴
上
告
手
続
」
で
「
理
由
」
の
用
例
が
発
見
さ
れ
た
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
一
）.
第
二
十
一
條
判
事
審
聴
シ
、
若
シ
不
當
ナ
ル
上
告
ナ
リ
ト
決
ス
ル
時
ハ
、
何
々
ノ
理
由
ヲ
以
テ
上
告
ヲ
受
理
セ
サ
ル
ノ
旨
ヲ
言
渡
ス
ベ
シ
（
太
政
官
第
九
十
三
号
布
告
「
控
訴
上
告
手
続
」、
明
治
八
年
五
月
二
十
四
日
）
（
二
）.
第
二
十
五
條
…
而
乄
後
ニ
原
告
人
上
告
理
ア
リ
ト
決
ス
ル
ハ
、
何
々
ノ
理
由
ヲ
以
テ
原
裁
判
所
ノ
裁
判
ヲ
破
毀
ス
ル
ニ
付
キ
、
更
ニ
某
裁
判
所
ニ
於
テ
裁
判
ヲ
受
ク
ヘ
キ
旨
、
又
ハ
大
審
院
ニ
於
テ
裁
判
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
言
渡
ス
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ヘ
シ
（
同
上
）
（
三
）.
第
三
十
八
條
…
上
告
不
當
、
若
ク
ハ
理
ナ
シ
ト
決
ス
ル
時
ハ
、
理
由
ヲ
付
シ
タ
ル
判
文
ヲ
原
裁
判
所
ノ
書
記
局
ニ
發
付
シ
、
…
處
分
セ
シ
ム
、
其
判
文
ハ
、
並
ニ
理
由
ヲ
付
ス
ヘ
シ
（
同
上
）
ほ
か
に
、
同
年
の
司
法
省
甲
第
十
六
号
布
達
に
お
い
て
も
「
理
由
」
の
用
例
が
確
認
さ
れ
た
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
四
）.
第
二
條
原
告
人
ヨ
リ
差
出
シ
タ
ル
訴
状
ノ
取
リ
下
ケ
ヲ
願
出
ル
時
ハ
取
リ
下
ケ
ヲ
為
ス
事
ノ
理
由
ヲ
尋
問
シ
原
告
人
ニ
於
テ
出
訴
ス
ル
ノ
權
利
ヲ
抛
棄
ス
ル
事
ヲ
申
立
ル
ニ
於
テ
原
告
人
ヲ
シ
テ
何
々
ノ
理
由
ニ
因
リ
出
訴
ス
ル
權
利
ヲ
抛
棄
ス
ル
…
（
司
法
省
甲
第
十
六
号
布
達
、
明
治
八
年
十
二
月
十
二
日
）
上
記
の
用
例
に
お
け
る
「
理
由
」
の
用
法
は
、
今
日
に
お
け
る
「
控
訴
理
由
」
や
「
判
決
理
由
」
に
近
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
現
在
で
は
、
法
律
用
語
と
し
て
の
理
由
は
、「
一
定
の
判
断
又
は
決
定
を
す
る
に
至
っ
た
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
具
体
的
根（
８
）拠」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
概
念
が
普
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
初
期
に
は
、「
わ
け
」
の
意
味
を
表
す
語
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、「
控
訴
上
告
手
続
」
以
前
の
法
令
文
に
は
「
理
由
」
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、「
事
由
」
の
例
が
あ
り
、
そ
し
て
、
同
「
控
訴
上
告
手
続
」
に
お
い
て
は
「
理
趣
」
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。（
五
）.
第
三
條
裁
判
上
官
府
ヨ
リ
人
民
ヘ
對
シ
償
還
ス
可
キ
條
理
ア
ル
ト
キ
ハ
其
事
由
及
ヒ
裁
判
ノ
見
込
ヲ
具
状
申
禀
ス
可
シ
（
明
治
七
年
司
法
省
第
二
十
四
号
達
、
九
月
二
日
）
（
六
）.
第
十
五
條
其
上
告
状
ハ
、
原
被
告
人
の
姓
名
貫
籍
、
裁
判
ヲ
得
タ
ル
年
月
日
ヲ
記
シ
、
上
告
ノ
理
趣
ヲ
明
詳
ニ
シ
、
及
ヒ
原
裁
判
ノ
當
ヲ
添
フ
ヘ
シ
、（
明
治
八
年
太
政
官
第
九
十
三
号
布
告
「
控
訴
上
告
手
続
」、
五
月
二
十
四
日
）
よ
っ
て
、
法
令
文
に
お
け
る
「
理
由
」
は
「
控
訴
上
告
手
続
」
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
２
．
２
な
ぜ
中
国
古
典
に
は
な
い
か
中
国
古
典
に
は
、「
理
」
は
主
に
動
詞
「
お
さ
め
る
・
お
さ
ま
る
」
や
名
詞
「
す
じ
」「
こ
と
わ
り
」
と
し
て
、「
由
」
は
主
に
動
詞
「
よ
る
」、
名
詞
「
よ
し
」
ま
た
は
前
置
詞
「
よ
り
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
理
」
か
ら
始
ま
る
漢
語
に
は
、「
理
財
（
財
を
治
め
る
）」「
理
解
（
わ
か
る
）」「
理
論
（
筋
道
を
た
て
て
議
論
す
る
）」
な
ど
の
よ
う
に
、「
理
」
が
動
詞
的
な
働
き
を
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
由
」
を
含
む
漢
語
に
は
、「
経
由
（
経
る
）」「
由
緒
（
い
わ
れ
）」「
由
来
（
経
り
）」
な
ど
の
よ
う
に
、
類
義
語
素
の
並
列
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
も
の
が
多
い
。「
理
」
の
動
詞
的
意
味
「
お
さ
め
る
・
お
さ
ま
る
」
と
「
由
」
の
動
詞
的
意
味
「
よ
る
」
に
類
義
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関
係
が
な
い
た
め
、
正
規
の
漢
文
に
お
い
て
は
、
両
者
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
造
語
が
成
立
し
に
く
い
。
実
際
に
、
中
国
古
典
に
お
い
て
は
、
語
と
し
て
の
「
理
由
」
が
存
在
せ
ず
、「
理
由
乎
心
」（
劉
勰
『
滅
惑
論
』、
南
朝（
９
）梁）
と
い
う
よ
う
な
字
面
程
度
の
例
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、「
理
趣
（
義
理
の
お
も
む
き
）」「
事
由
（
事
柄
の
原
因
）」
の
よ
う
な
修
飾
・
被
修
飾
構
造
を
持
つ
古
典
語
も
存
在
す
る
こ
と
で
、
理
論
上
、
そ
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
「
理
由
」
な
ら
成
立
で
き
る
。
し
か
し
、
古
代
中
国
で
は
、抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
「
理
」
は
、よ
く
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、「
理
」
そ
の
も
の
の
起
源
や
由
来
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
場
面
が
多
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
道
理
の
起
源
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
概
念
化
せ
ず
、
結
局
、「
理
由
」
と
い
う
語
が
現
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
前
掲
し
た
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
法
令
文
に
は
、「
理
由
」
が
導
入
さ
れ
る
前
に
、「
理
趣
」
と
「
事
由
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
類
義
語
と
し
て
、「
理
由
」
は
、「
理
趣
」「
事
由
」
と
同
じ
よ
う
な
語
構
造
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
三
和
習
の
影
響
３
．
１
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
〜
理
由
」
「
由
」
は
、日
本
語
に
お
い
て
よ
く
「
因
」
と
並
び
「
よ
る
」
と
「
よ
し
」
の
漢
字
表
記
と
さ
れ
て
お
り
、単
独
で
は
一
般
的
に
「
ヨ
シ
」
と
訓
読
さ
れ
、
「
い
わ
れ
」「
わ
け
」
の
意
を
表
す
和
語
「
よ
し
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
形
式
名
詞
と
し
て
前
方
の
修
飾
部
を
体
言
化
さ
せ
る
機
能
を
果
た
す
場
合
も
あ
る
。
下
記
の
よ
う
に
、
古
文
書
・
古
記
録
に
お
け
る
「
修
理
由
」
「
有
道
理
由
」
な
ど
、「
和
習
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
七
）.
神
主
不
被
致
欤
其
勤
、
纔
一
所
許
仕
修
理
由
所
申
也
、（『
後
二
条
師
通
記
』、
永
長
一
年
二
月
二
日
）
（
八
）.
右
、
先
年
之
比
智
禅
得
業
有
道
理
由
申
、
而
如
此
事
不
知
食
案
内
、（
東
大
寺
文
書
二
十
一
・
十
六
・
一
六
五
八
「
威
儀
師
憲
俊
奉
書
」、
保
安
四
年
八
月
廿
七
日
）
（
九
）.
使
廳
曲
理
優
免
者
只
以
耳
、
不
可
陳
非
理
由
、
件
季
武
成
長
自
家
者
也
、（『
小
右
記
』、
寛
仁
二
年
一
〇
月
二
日
）
（
一
〇
）.
余
、
内
大
臣
大
納
言
齊
信
、
參
議
公
信
（
藤
原
）・
經
通
等
申
觀
真
有
理
由
、（『
小
右
記
』、
治
安
三
年
八
月
二
二
日
）
（
一
一
）.
曲
事
之
由
、
近
日
使
者
を
以
可
申
理
由
申
候
也
、（『
上
井
覚
兼
日
記
』、
天
正
一
三
年
一
二
月
二
三
日
）
（
一
二
）.
言
語
道
断
、
不
可
然
之
段
、
寄
々
飯
野
へ
被
仰
通
候
、又
々
可
被
成
其
理
由
候
、併
期
後
喜
候
、恐
々
謹
言
、（
相
良
家
文
書
六
六
一
「
町
田
久
部
書
状
」、
年
代
不
明
）
山
口
佳
紀
（
一
九
六
六
）
で
は
、「
由
」
を
和
化
漢
文
の
形
式
名
詞
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
「
原
因
・
理
由
」
と
「
内
容
・
趣
旨
」
に
大
き
く
分
け
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
「
原
因
・
理
由
」
か
ら
「
内
容
・
趣
旨
」
へ
変
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
鈴
木
恵
（
一
九
九
五
）
で
は
真
福
寺
本
『
将
門
記
』（
天
慶
三
年
〔
九
四
〇
〕
成
立
）
を
資
料
と
し
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て
、「
由
」
を
含
め
て
所
用
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
考
察
し
、「
由
」
に
つ
い
て
は
主
に
「
趣
旨
」「
内
容
」
を
表
す
用
法
で
、
既
述
の
内
容
を
「
〜
と
い
う
こ
と
」
の
意
を
表
す
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
も
見
え
る
と
い
う
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
、
上
記
で
取
り
上
げ
た
「
〜
理
由
」
の
例
は
、
「
由
」
の
前
に
付
い
た
「
修
理
」
や
「
有
道
理
」
が
、
明
ら
か
に
一
つ
の
語
ま
た
は
節
で
あ
り
、「
由
」
は
、
ほ
と
ん
ど
連
体
修
飾
を
受
け
て
形
式
名
詞
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
參
議
公
信
（
藤
原
）・
經
通
等
申
觀
真
有
理
由
」
は
「
參
議
公
信
（
藤
原
）・
經
通
等
は
、
観
真
に
理
が
あ
る
由
（
と
い
う
こ
と
）
を
申
す
」
と
書
き
下
す
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、修
飾
部
に
「
可
」
が
あ
る
場
合
、「
由
」
の
形
式
名
詞
の
意
味
特
徴
が
さ
ら
に
顕
著
に
な
る
。
例
え
ば
、
前
掲
の
「
可
申
理
由
申
候
也
」
は
、「
理
を
申
す
可
き
由
申
し
そ
う
ろ
う
な
り
」
と
さ
れ
る
。な
お
、
内
容
・
趣
旨
の
意
味
を
持
つ
「
理
由
」
は
、
中
国
古
典
に
は
な
い
た
め
、「
和
習
」
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
３
．
２
「
〜
理
之
由
」
修
飾
部
を
受
け
て
形
式
名
詞
的
な
働
き
を
す
る
「
理
由
」
は
、
日
本
独
自
の
表
現
で
は
な
く
、
元
来
中
国
古
典
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
廢
興
之
由
（
廃
興
の
由
）」（
三
国
志
・
蜀
書
・
許
靖
）
や
「
臣
伏
尋
亡
叛
之
由
、
皆
出
於
窮
逼
（
臣
伏
し
て
亡
叛
の
由
を
尋
ぬ
。
皆
な
窮
逼
よ
り
出
る
）」（
宋
書
・
羊
玄
保
）
の
よ
う
に
、「
由
」
と
そ
の
連
体
修
飾
部
の
間
に
「
之
」
を
入
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
変
体
漢
文
に
お
い
て
は
、
文
法
的
に
破
格
で
あ
る
も
の
が
多
い
た
め
、「
之
」
抜
き
の
現
象
が
し
ば
し
ば
見
え
る
。
ゆ
え
に
、
比
較
的
正
規
漢
文
の
文
法
に
し
た
が
う
文
章
に
お
い
て
は
、「
〜
理
之
由
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
古
文
書
・
古
記（
１０
）録に
お
い
て
「
理
之
由
」
の
字
面
を
集
め
て
み
る
と
、「
理
由
」
よ
り
も
数
多
く
の
例
を
得
た
。
次
に
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
。
（
一
三
）.
其
分
稲
富
新
介
に
て
彼
方
へ
申
理
之
由
也
、（『
上
井
覚
兼
日
記
』、
天
正
十
一
年
十
月
二
十
五
日
）
（
一
四
）.
寺
家
之
訴
訟
、
無
其
理
之
由
、
既
以
顯
露
也
、
豈
可
被
尋
百
千
之
理
非
哉
、（
東
大
寺
文
書
六
・
一
・
二
七
二
「
伊
賀
在
廰
官
人
等
連
署
解
案
」、
保
元
三
年
四
月
）
（
一
五
）.
去
〃
年
正
月
、
満
寺
衆
徒
一
同
、
實
円
重
代
得
理
之
由
、
成
宛
文
之
子
細
、
見
于
彼
狀
、（
東
大
寺
文
書
六
・
一
・
一
九
〇
「
東
大
寺
政
所
下
文
案
」、
文
永
七
年
四
月
）
（
一
六
）.
昨
日
伝
申
関
白
、
被
示
有
理
之
由
、
氣
色
甚
好
、（『
小
右
記
』、
長
元
一
年
七
月
六
日
）
（
一
七
）.
左
大
弁
抜
信
理
申
文
、
余
陳
無
理
之
由
、
令
入
撰
申
内
、
其
旨
太
長
、
不
能
具
記
、（『
小
右
記
』、
長
徳
二
年
九
月
四
日
）
（
一
八
）.
申
出
候
す
る
人
、
道
理
也
と
も
、
非
義
・
可
行
、
況
無
理
之
由
、
公
界
の
批
判
有
と
い
へ
共
、
一
身
を
可
失
之
由
、
申
乱
者
あ
り
、（
相
良
家
文
書
二
三
四
「
相
良
為
續
同
長
兩
代
壁
書
案
」
天
文
廿
四
年
二
月
七
日
）
（
一
九
）.
今
日
以
教
円
法
眼
令
申
了
、
只
大
方
様
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可
被
申
道
理
之
由
相
示
了
、（『
小
右
記
』、
万
寿
四
年
七
月
九
日
）
（
二
〇
）.
一
日
斉
信
卿
（
藤
原
）
陳
有
道
理
之
由
、
衆
人
所
許
歟
、（『
小
右
記
』、
長
元
一
年
八
月
二
十
五
日
）
（
二
一
）.
召
兩
方
文
書
於
官
庭
、
被
勘
決
理
非
之
尅
、
勘
申
当
寺
抱
道
理
之
由
畢
、
而
薬
師
寺
猶
依
成
欝
憤
、
（
東
大
寺
文
書
東
南
院
文
書
之
三
・
六
五
〇
「
東
大
寺
所
領
相
論
文
書
案
」、
応
保
二
年
五
月
一
日
）
（
二
二
）.
去
年
為
聞
食
件
節
被
仰
諸
司
可
修
理
之
由
、（『
九
暦
』、
天
慶
七
年
五
月
五
日
）
こ
の
よ
う
に
、「
有
（
道
）
理
由
」
に
対
し
て
の
「
有
（
道
）
理
之
由
」、
「
修
理
由
」
に
対
し
て
の
「
修
理
之
由
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
〜
理
由
」
に
対
応
す
る
「
〜
理
之
由
」
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
〜
之
由
」
は
、「
〜
由
」
と
同
じ
よ
う
に
前
方
に
位
置
す
る
修
飾
部
を
体
言
化
さ
せ
る
形
式
名
詞
と
す
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、「
被
仰
諸
司
可
修
理
之
由
」
の
書
き
下
し
文
は
「
諸
司
修
理
す
べ
き
由
を
仰
せ
ら
れ
る
」
と
な
る
。
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
〜
理
由
」
は
、「
〜
理
之
由
」
に
由
来
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
３
．
３
「
由
」
の
意
味
変
体
漢
文
に
お
け
る
「（
之
）
由
」
は
、
形
式
名
詞
の
ほ
か
に
、
名
詞
と
し
て
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
も
存
在
す
る
。
ま
ず
、
既
出
の
「
事
由
」
は
、
日
本
語
に
お
い
て
は
平
安
時
代
の
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
同
じ
意
味
を
表
す
和
語
「
こ
と
の
よ
し
」
も
あ
る
が
、「
事
由
」
に
お
け
る
「
由
」、
ま
た
は
「
こ
と
の
よ
し
」
に
お
け
る
「
よ
し
」
は
、「
わ
け
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
下
記
の
よ
う
に
、
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
事
（
之
）
由
」
は
、
事
柄
の
内
容
・
詳
細
と
い
う
意
味
を
表
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
（
二
三
）.
事
及
大
夫
、
往
古
所
未
聞
也
、
令
奏
事
由
、（『
貞
信
公
記
』、
延
長
二
年
十
一
月
四
日
）
（
二
四
）.
為
介
藤
原
泰
房
等
被
訟
告
権
門
、
事
由
已
為
実
造
、
依
法
断
罪
、（『
石
清
水
書
五
』
宮
寺
緣
事
抄
宇
佐
四
、
延
喜
十
三
年
十
二
月
廿
九
日
）
（
二
五
）.
有
所
見
、
其
体
如
何
、
予
答
不
知
其
事
之
由
了
、（『
薩
戒
記
』、
永
享
五
年
十
一
月
五
日
）
次
に
、
下
記
の
よ
う
に
、「
無
由
（
よ
し
な
い
）」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
「
由
」
は
、
原
因
や
理
由
を
表
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
（
二
六
）.
今
臣
年
来
纏
病
痾
、
無
由
出
仕
、（『
九
暦
』、
天
暦
三
年
一
月
二
十
一
日
）
（
二
七
）.
然
彼
杣
去
去
年
只
依
件
事
旁
無
由
之
事
出
来
、（
東
大
寺
文
書
十
二
・
七
・
三
六
〇
、
天
喜
四
年
十
一
月
十
一
日
）
ま
た
、
前
掲
の
「
寺
家
之
訴
訟
、
無
其
理
之
由
」
と
い
う
例
文
に
お
け
る
「
由
」
は
、
形
式
名
詞
と
し
て
「
そ
の
理
無
き
よ
し
（
と
い
う
こ
と
）」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、「
そ
の
理
の
よ
し
無
き
」
と
い
う
よ
う
に
「
理
之
由
」
と
い
う
句
の
一
部
と
し
て
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
由
」
は
、
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
下
記
の
よ
う
に
、「
毎
事
称
道
理
之
由
還
去
」
と
い
う
文
に
お
い
て
は
、
動
詞
の
「
還
去
（
す
）」
に
目
的
語
が
付
か
な
い
た
め
、「
由
」
は
、
形
式
名
詞
で
は
な
く
動
詞
「
称
（
え
る
）」
の
対
象
語
に
あ
た
る
「
道
理
之
由
」
の
一
部
に
な
る
し
か
な
い
。
書
き
下
し
文
は
「
事
ご
と
に
道
理
の
由
を
称
え
て
還
去
す
」
で
あ
る
。
（
二
八
）.
若
可
申
、
以
他
申
文
可
奏
聞
、
示
此
等
雜
事
、
毎
事
称
道
理
之
由
還
去
、
不
注
子
細
、
有
衆
人
聞
事
、
（『
御
堂
関
白
記
』、
寛
弘
三
年
七
月
十
五
日
）
さ
ら
に
、
下
記
の
よ
う
に
、「
条
」
を
形
式
名
詞
と
し
て
、「
理
ヲ
申
ス
ベ
キ
由
（
ノ
）
条
」
と
読
む
場
合
、
形
式
名
詞
が
二
重
に
な
る
た
め
、
違
和
感
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
上
記
の
「
道
理
之
由
」
の
よ
う
に
「
由
」
を
「
理
之
由
」
の
一
部
と
し
て
見
れ
ば
、「
理
之
由
ヲ
申
ス
ベ
キ
条
」
と
な
っ
て
、よ
り
自
然
に
見
え（
１１
）る。実
際
に
、前
掲
の
「
町
田
久
部
書
状
」
の
「
又
々
可
被
成
其
理
由
候
」
と
い
う
例
は
、「
又
々
そ
の
理
に
成
さ
れ
る
べ
き
よ
し
そ
う
ろ
う
」
よ
り
も
「
又
々
そ
の
理
の
よ
し
に
成
さ
れ
る
べ
き
そ
う
ろ
う
」
と
し
た
ほ
う
が
自
然
に
見
え
る
。
（
二
九
）.
座
主
に
も
可
成
事
候
へ
共
、
何
と
成
共
可
然
之
様
上
意
ニ
可
申
理
之
由
条
、
此
儀
ヲ
元
就
公
へ
御
目
懸
処
、（『
棚
守
房
顕
手
記
』、
年
代
不
明
）
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
和
化
漢
文
に
「（
道
）
理
之
由
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
部
は
、「
之
」
を
抜
い
て
「
理
由
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
明
治
初
期
の
法
令
文
に
現
れ
た
「
理
由
」
と
共
通
し
て
、
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
理
（
之
）
由
」
は
、
訴
訟
関
係
に
用
い
ら
れ
た
り
、「
申
（
も
う
す
）」
や
「
陳
（
の
べ
る
）」
な
ど
の
よ
う
な
引
用
・
伝
達
を
表
す
動
詞
と
共
起
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
当
時
、「
道
理
」
お
よ
び
「
道
理
」
を
表
す
「
理
」
は
、「
自
分
の
側
を
正
し
い
と
す
る
主
張
」
や
「
物
事
に
つ
い
て
の
個
別
的
な
筋
道
・
正
当
性
・
論
拠
」
の
意
で
も
用
い
ら
れ
、
と
り
わ
け
訴
訟
な
ど
法
律
に
関
わ
る
分
野
に
多
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
理
（
之
）
由
」
に
お
け
る
「
由
」
は
、「
事
由
」
に
お
け
る
「
由
」
と
同
じ
よ
う
に
内
容
・
趣
旨
の
意
と
し
、「
理
（
之
）
由
」
は
、
筋
道
・
主
張
の
趣
旨
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
て
、
の
ち
に
成
立
し
た
漢
語
「
理
由
」
の
最
初
の
意
味
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
和
訳
の
影
響
４
．
１
『
萬
法
精
理
』
に
お
い
て
「
理
由
」
が
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
比
較
的
古
い
も
の
は
、
和
訳
洋
書
の
『
萬
法
精
理
』（
一
八
七
五
〜
七
六
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
礼
之
が
一
七
四
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
モ
ン
テ
ス
キ
ウ
（M
ontesquieu,1689-1755
）
著
『
法
の
精
神
』（D
e
l'Esprit
des
Loix
）
の
一
七
五
〇
年
版
の
英
訳
（T
he
SpiritofLaw
s
）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
訳
語
と
し
て
の
「
理
由
」
の
実
態
を
考
察
す
る
た
め
に
、『
萬
法
精
理
』
に
お
け
る
「
理
由
」
の
用
例
お
よ
び
英
語
原
文
を
（
便
宜
上
第
一
章
か
ら
第
十
五
章
を
考
察
範
囲
と
し
て
）
集
め
て
き
た
。
以
下
の
よ
う
で
あ
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る
。
（
三
〇
）.
故
ニ
奴
隷
制
ヲ
許
可
ス
ル
處
ノ
政
府
ニ
在
テ
ハ
主
人
ノ
罪
悪
ヲ
上
告
セ
シ
ム
ル
モ
其
理
由
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
（『
萬
法
精
理
』
卷
之
十
二
第
十
五
回
）
itis
natural,therefore,that,in
a
governm
entw
here
there
are
slaves,they
should
be
allow
ed
to
inform
;
（
三
一
）.
而
モ
公
然
ト
之
ヲ
法
廳
ノ
規
律
ニ
率
テ
上
呈
ス
ル
ヲ
好
ム
サ
ル
ト
キ
ハ
法
律
ヲ
恐
ル
ヽ
理
由
ア
リ
ト
判
断
シ
（『
萬
法
精
理
』
卷
之
十
二
第
二
十
四
回
）
But,if
they
are
unw
illing
to
leave
the
law
s
open
betw
een
them
and
the
accused,itis
a
presum
ption
they
have
reason
to
be
afraid
ofthem
;
（
三
二
）.
若
シ
其
理
由
ニ
遡
ル
時
ハ
則
チ
以
テ
益
々
前
論
ノ
誣
ユ
可
ラ
ザ
ル
ヲ
保
証
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
（『
萬
法
精
理
』
卷
之
十
三
第
十
二
回
）
butthe
particular
reason
for
thatexem
ption
is
w
ell
know
n,and
even
confirm
sw
hatIhave
advanced.
（
三
三
）.
何
等
ノ
見
點
ヨ
リ
觀
察
ヲ
下
ス
モ
此
動
物
ヲ
人
視
ス
ル
ノ
理
由
ヲ
得
可
カ
ラ
ス
Itis
im
possible
for
us
to
suppose
these
creatures
to
be
m
en;
（
三
四
）.
斯
ル
邦
土
ニ
於
テ
此
ノ
如
キ
奴
隷
制
ヲ
設
ク
ル
モ
稍
ク
其
理
由
ア
ル
ニ
庶
幾
シ
ト
ス
(T
here
are
countries…
.)
slavery
is
there
m
ore
reconcileable
to
reason;
上
記
の
よ
う
に
、「
理
由
」
は
、
十
二
卷
の
第
十
五
回
か
ら
最
初
に
見
え
、
「should
be
allow
ed
to
inform
」
の
訳
語
と
し
て
「
上
告
セ
シ
ム
ル
モ
其
理
由
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
そ
の
時
は
、
ま
だ
特
定
の
語
彙
の
対
訳
語
で
は
な
い
が
、
同
十
二
卷
の
第
二
十
四
回
か
ら
「reason
」
の
訳
語
と
し
て
い
る
。『
萬
法
精
理
』
の
十
二
卷
は
、
明
治
九
年
の
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
理
由
」
と
い
う
語
は
、
前
掲
の
通
り
、
明
治
八
年
五
月
に
す
で
に
大
政
官
布
告
に
現
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
、
法
学
書
の
『
萬
法
精
理
』
に
導
入
さ
れ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
書
に
、「reason
」
は
「
理
由
」
の
ほ
か
に
何
と
訳
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
き
た
が
、
調
査
に
よ
る
と
、「
道
理
」
や
「
理
」
と
あ
る
。
（
三
五
）.
英
人
ノ
自
主
權
ノ
爲
メ
ニ
劬
勞
尽
瘁
セ
シ
ハ
萬
々
止
ム
可
ヲ
サ
ル
道
理
ア
ル
コ
ト
ニ
テ
（『
萬
法
精
理
』
卷
之
二
第
四
回
）
T
hey
have
a
great
dealof
reason
to
be
jealous
of
thisliberty
（
三
六
）.
彼
ノ
人
種
ノ
一
人
政
治
（
君
立
）
ノ
下
ニ
住
ム
職
ト
シ
テ
此
理
ニ
由
ル
（『
萬
法
精
理
』
卷
之
七
第
四
回
）
…
for
w
hich
reason
they
live
under
the
governm
ent
ofone
person.
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な
お
、
上
記
に
現
れ
た
「
理
由
無
キ
」「
理
由
ア
リ
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
、
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
無
理
（
之
）
由
」「
有
理
（
之
）
由
」
に
由
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
漢
語
「
理
由
」
が
和
習
の
「
理
（
之
）
由
」
に
よ
る
も
の
と
い
う
結
論
が
再
認
で
き
た
。
４
．
２
『
立
法
論
綱
』
に
お
い
て
ほ
か
に
、「
理
由
」
の
出
典
に
、
比
較
的
早
期
の
も
の
と
し
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
成
立
し
た
『
立
法
論
綱
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
ベ
ン
サ
ム
（Jerem
y
Bentham
.1747~1832
）
の
著
「Principles
ofLegislati
（
１２
）
on
」
の
島
田
三
郎
に
よ
る
和
訳
で
あ
る
。
そ
の
卷
一
（
第
一
篇
〜
第
五
篇
）
に
お
け
る
「
理
由
」
の
用
例
お
よ
び
そ
の
英
語
原
文
を
探
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
（
三
七
）.
然
ル
乎
請
ウ
之
ニ
興
ス
ル
ノ
各
人
ニ
向
テ
其
理
由
ヲ
問
へ
其
感
情
ト
主
義
ト
ハ
人
々
甚
ダ
相
異
ナ
ル
ヲ
見
ン
ト
ス
（〈
ベ
ン
サ
ム
原
著
、
島
田
三
郎
訳
〉『
立
法
論
綱
』
巻
三
第
十
一
篇
、
一
八
七
八
）
A
sk
his
reasons
ofevery
m
an
w
ho
assents,and
you
w
ill
see
a
strange
diversity
of
sentim
ents
and
principles;
（
三
八
）.
此
主
義
ハ
唯
其
感
情
ヲ
以
テ
是
非
ヲ
私
断
ス
ル
ノ
外
曾
テ
之
ヲ
断
ス
ル
所
以
ノ
理
由
ヲ
説
明
セ
ザ
ル
者
ニ
シ
テ
（『
立
法
論
綱
』
卷
一
第
三
篇
）
T
he
principle
consists
in
approving
or
blam
ing
by
sentim
ent,w
ithout
giving
any
other
reason
for
the
decision
exceptthe
decision
itself.
（
三
九
）.
然
レ
バ
誰
一
人
ト
シ
テ
膽
敢
ニ
「
予
ハ
汝
ニ
請
フ
予
ノ
思
考
ス
ル
如
ク
思
考
セ
ヨ
而
シ
テ
予
ヲ
煩
ス
ニ
其
理
由
ヲ
説
明
ス
ル
ノ
勞
ヲ
以
テ
ス
ル
、
勿
レ
」
ト
公
言
ス
ル
狂
者
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
（『
立
法
論
綱
』
卷
一
第
三
篇
）
N
o
m
an,therefore,is
bold
enough
to
say
openly,“I
w
ish
you
to
think
as
I
do,w
ithout
giving
m
e
the
trouble
to
reason
w
ith
you.”
（
四
〇
）.
故
ニ
此
作
者
ハ
「
プ
リ
ン
ス
」
ニ
載
録
ス
ル
所
ノ
法
語
ノ
危
険
ナ
ル
ヲ
指
摘
シ
又
不
信
ハ
不
利
ナ
ル
理
由
ヲ
辨
明
シ
以
テ
該
書
ヲ
シ
タ
リ
（『
立
法
論
綱
』
卷
一
第
五
篇
）
H
e
refutes
the
Prince
by
m
aking
it
appear
that
its
m
axim
sare
fatal;and
thatbad
faith
isbad
policy.
（
四
一
）.
世
人
ガ
盛
稱
ス
ル
德
義
ノ
諸
行
ヲ
以
悉
皆
之
ヲ
幸
福
ト
凶
害
ト
ノ
比
較
算
計
ニ
歸
著
セ
シ
ム
ル
ヤ
難
キ
ア
ラ
ズ
而
シ
テ
今
其
理
由
ノ
結
果
ヲ
以
テ
德
義
ヲ
評
シ
簡
易
明
白
ナ
ル
方
法
ヲ
以
テ
德
義
ヲ
解
ス
ル
モ
決
シ
テ
其
德
義
ノ
位
格
ヲ
低
下
シ
又
其
勢
力
ヲ
減
損
ス
ル
ニ
至
ル
ノ
理
ア
ル
無
キ
ナ
リ
（『
立
法
論
綱
』
卷
一
第
五
篇
）
It
is
easy
to
reduce
to
a
calculation
ofgood
and
of
evil
all
the
acts
of
the
m
ost
exalted
virtue;
and
virtue
is
neither
degraded
nor
w
eakened
by
being
represented
as
an
effect
or
reason,
and
being
explained
in
a
sim
ple
and
intelligible
m
anner.
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（
四
二
）.
此
ノ
徒
ハ
人
ヲ
視
ル
百
依
百
隨
ノ
奴
隸
ノ
如
ク
シ
理
由
ヲ
辯
知
セ
シ
メ
ズ
シ
唯
其
指
令
ニ
是
從
ハ
シ
ム
ル
所
ノ
或
ル
専
断
主
義
ヲ
以
テ
之
ニ
代
用
セ
ン
ト
ス
ル
者
乎
（『
立
法
論
綱
』
卷
一
第
五
篇
）
W
illyou
substitute
for
it
som
e
despotic
principle,
w
hich
orders
m
en,like
passive
slaves,to
actso
and
so,w
ithoutknow
ing
w
hy?
例
示
し
た
よ
う
に
、『
立
法
論
綱
』
に
お
け
る
「
理
由
」
は
、
主
に
「reason-s
」
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ほ
か
に
、
内
容
に
よ
っ
て
「
理
由
ヲ
辨
明
（
ス
）」「
理
由
ヲ
辯
知
（
ス
）」
の
よ
う
に
共
起
す
る
動
詞
と
と
も
に
、
動
詞
的
な
表
現
で
あ
る
「refute-s
」
「know
ing
w
hy?
」
に
当
て
る
こ
と
も
あ
る
。
４
．
３
「
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
」
に
つ
い
て
「reason
」
の
訳
語
に
つ
い
て
、
先
行
の
英
和
辞
典
で
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
「Reason,s.
道
理
、
才
智
、
神
妙
ナ
ル
、
位
置
、
根
源
」
と
あ
り
、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
「Reason,
n.
縁
故
（
ワ
ケ
）、
道
理
（
ダ
ウ
リ
）、
條
理
（
ス
ジ
ア
ヒ
）、
才
智
（
サ
イ
チ
）、
正
（
セ
イ
）
理
、
公
平
（
コ
ウ
ヘ
イ
）、
正
直
（
チ
ョ
ク
）」
と
あ
る
。「
理
由
」
は
、
元
々
「reason
」
の
訳
語
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
上
記
の
訳
語
の
う
ち
、「
道
理
」「
根
源
」「
縁
故
」
は
日
本
語
の
古
典
漢
語
で
も
あ
り
、
以
前
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
道
理
」「
縁
故
」
を
含
め
て
「
才
智
」
や
「
神
妙
ナ
ル
コ
ト
」
な
ど
が
蘭
和
辞
典
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い（
１３
）る。
一
方
、
日
本
の
洋
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
英
華
字
典
で
は
、
モ
リ
ソ
ン
『
英
華
字
典a
dictionary
ofthe
Chinese
language
』（
一
八
一
五
〜
二
二
）
に
は
「T
he
pow
er
of
right
ratiocination
conferred
by
heaven
天
所
賦
之
正
理;Cause,ground
principle
原
由
、緣
故
、原
因
」、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典Chinese
and
English
dictionary
』（
一
八
四
七
〜
四
八
）
に
は
「cause
緣
故
、
爲
、
原
由
、
原
因
、
因
緣;right
principles
釐
、道
理
、正
理
」、ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英
華
字
典English
and
Chinese
dictionary
』（
一
八
六
六
〜
六
九
）
に
は
「ground
or
cause
ofopinion
緣
故
、
故
、
因
、
以
、
因
由
、
原
由
、
來
由;principle
理
、
道
理
、
正
理
、
釐
」
と
あ
る
。
こ
の
中
で
、「ground;cause
」
の
意
を
表
す
場
合
は
「
由
」「
原
」「
因
」
の
語
素
が
、「principle
」
の
意
を
表
す
場
合
は
「
理
」
の
語
素
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「reason
」
の
訳
語
と
し
て
、「ground;cause
」
と
「principle
」
の
両
方
の
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
理
想
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
語
素
「
由
」
と
「
理
」
を
兼
有
す
る
「
理
由
」
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
仏
典
に
「
道
理
因
縁
」（『
大
寶
積
經
』）
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
道
理
・
原
因
の
両
方
の
意
を
持
つ
古
典
漢
語
は
な
い
。
実
際
に
、
明
治
時
代
に
は
、
文
明
開
化
の
新
し
い
時
代
に
あ
わ
せ
て
、
と
り
わ
け
新
概
念
に
当
て
る
に
は
、「
道
理
」
や
「
因
縁
」
と
い
っ
た
古
臭
い
漢
語
よ
り
も
、
新
し
い
感
じ
の
す
る
語
が
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
理
由
」
は
「reason
」
の
主
な
訳
語
と
し
て
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、『
萬
法
精
理
』
に
お
い
て
は
、「cause
」
が
「
原
由
」
と
、
「principle
」
が
「
原
理
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。「reason
」
の
訳
語
と
し
て
「
理
由
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
原
理
」
と
「
原
由
」
の
合
成
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語
に
も
見
え
る
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、「
理
由
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
理
（
之
）
由
」
と
は
異
な
り
、「
理
」
と
「
由
」
の
並
列
構
造
と
捉
え
ら
れ
る
。
形
態
の
面
で
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
意
味
構
造
が
違
っ
て
い
る
。
な
お
、『
哲
学
字
彙
』
に
は
、「
理
由
」
が
「rationale
」
の
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「rationale
」
に
つ
い
て
は
、「reason
」
と
類
義
関
係
に
あ
り
、
現
代
で
は
「
合
理
的
根
拠
。
論
理
的
理
由
」
を
指
す
が
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
英
華
字
典
に
は
「
理
論
之
事
」
と
あ
る
。
井
上
氏
が
そ
の
訳
を
参
考
と
し
て
「
理
由
」
を
採
用
し
た
と
す
れ
ば
、「
理
論
」
に
「
理
」
を
、
「
事
」
に
「
由
」
を
当
て
る
と
い
う
よ
う
な
構
想
で
、
変
体
漢
文
に
お
け
る
「
理
由
」
と
同
じ
よ
う
に
連
体
修
飾
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
理
由
」
と
い
う
語
が
定
着
し
た
現
代
で
は
、「reason
（
道
理
、
根
拠
）」
の
意
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
五
お
わ
り
に
こ
の
よ
う
に
、
和
製
漢
語
「
理
由
」
は
、
変
体
漢
文
に
「
理
（
之
）
由
」
と
い
う
語
源
が
あ
り
、
の
ち
に
漢
語
化
し
て
、
明
治
初
期
の
法
令
文
に
新
語
と
し
て
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
『
萬
法
精
理
』
や
『
立
法
論
綱
』
な
ど
の
和
訳
洋
書
に
お
い
て
英
語
「reason
」
な
ど
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
道
理
（
根
拠
）・
原
由
の
意
を
表
す
一
般
語
彙
と
し
て
次
第
に
定
着
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
語
源
に
あ
た
る
「
理
（
之
）
由
」
は
、
趣
旨
・
内
容
の
意
を
表
す
「
由
」
に
道
理
・
主
張
の
意
を
表
す
「
理
」
が
付
く
と
い
う
構
造
を
持
ち
、
中
国
古
典
に
は
な
い
「
和
習
」
で
あ
る
。「
理
由
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
語
と
し
て
成
立
し
た
の
も
、和
習
の
結
果
で
あ
る
。そ
し
て
、「
理
由
」
を
「reason
」
の
概
念
に
当
て
る
は
、「reason
」
の
意
味
要
素
に
あ
た
る
「principle
（
道
理
・
原
則
）」
と
「cause
（
原
因
・
原
由
）」
の
両
方
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
み
ら
れ
る
。
和
訳
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
理
由
」
の
意
味
構
造
に
は
、
連
帯
修
飾
構
造
か
ら
並
列
構
造
と
い
う
変
化
も
起
き
て
い
る
。
総
じ
て
、「
理
由
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
和
習
は
主
と
し
て
形
態
の
面
に
、
和
訳
は
意
味
の
面
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
研
究
対
象
で
あ
る
「
理
由
」
は
、
既
存
の
和
製
漢
語
を
借
用
・
転
用
し
て
新
概
念
に
当
て
た
も
の
で
、
和
習
・
和
訳
の
両
方
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
新
概
念
に
当
て
る
た
め
に
新
し
く
造
っ
た
も
の
の
場
合
、
和
習
の
影
響
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
考
察
す
る
余
地
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
（
１
）
沖
森
卓
也
編
著
『
日
本
語
史
概
説
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。
（
２
）
鄒
文
君
「
原
因
・
結
果
を
表
す
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
」、
立
教
大
学
文
学
研
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
一
七
。
（
３
）
陳
力
衛
（
二
〇
一
二
）
に
よ
っ
て
、
和
製
漢
語
を
判
別
す
る
物
差
し
は
形
態
と
意
味
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
形
態
か
ら
み
て
漢
字
の
表
意
性
と
造
語
力
を
生
か
し
て
、
日
本
語
の
中
で
独
自
に
造
っ
た
、
中
国
本
土
に
な
い
新
し
い
形
や
組
み
合
わ
せ
」
を
和
製
漢
語
と
呼
ぶ
。
（
４
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、字
音
語
素
「
理
」
は
「
す
じ
み
ち
。
こ
と
わ
り
。
き
ま
り
。
わ
け
」
の
意
を
、「
由
」
は
「
よ
り
ど
こ
ろ
。
わ
け
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。「
理
由
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
「
類
義
結
合
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
『
日
本
語
史
概
説
』（
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、「
和
習
」（「
和
臭
」
と
― 185 ―
も
）
と
は
、「
漢
文
に
は
通
常
用
い
な
い
言
い
回
し
や
、
漢
語
の
本
来
の
意
味
で
は
な
く
日
本
側
で
変
化
さ
せ
て
用
い
る
場
合
の
言
い
方
」
の
こ
と
で
あ
る
。
（
６
）
文
部
省
編
纂
局
『
百
科
全
書
』
９
２
冊
。
一
八
七
三
（
明
治
六
年
）
〜
一
八
八
四
（
明
治
十
七
年
）。W
.R.Cham
ber’s
“Inform
ation
for
the
People”V
2,1868,Lon-don
の
訳
で
あ
る
。
（
７
）
高
野
（
二
〇
〇
四
）
で
は
文
系
の
語
彙
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
、「
経
済
論Political
Econom
y
」「
論
理
学Logic
」「
修
辞
及
華
文
Rhetoric
and
Belles-Lettres
」「
言
語
学Language
」
を
用
い
て
い
る
。「
理
由
」
が
「
修
辞
及
華
文
（
菊
池
大
麓
訳
一
八
七
九
（
明
治
十
二
年
））」
と
「
言
語
学
（
大
槻
文
彦
訳
一
八
八
四
（
明
治
十
七
年
））」
で
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
修
辞
及
華
文
」
に
は
、「
人
ノ
法
律
ニ
服
従
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
由
ハ
因
ヨ
リ
（
英
語
原
文：
T
o
these
obedience
m
ustbe
rendered
on
m
any
grounds;
）」
と
あ
る
。
（
８
）
『
法
律
用
語
辞
典
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
二
〇
一
三
年
公
開
）
参
照
。
（
９
）
「
理
、
心
に
由
る
」
と
の
意
味
で
、「
理
」
が
名
詞
と
し
て
、「
由
」
が
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
１０
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
http://w
w
w
ap.hi.u-
tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
に
お
け
る
「
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
。
（
１２
）
原
著
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
「Principesde
Législation
」
で
、
ベ
ン
サ
ム
の
友
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人Étienne
D
um
ont
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
「T
raité
de
législation
civile
et
pénale
」（1802
）
に
お
い
て
第
一
卷
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「T
raité
de
législation
civile
et
pénale
」
は
の
ち
に
イ
ギ
リ
ス
人Richard
H
ildreth
に
よ
っ
て
「T
he
theory
oflegislation
」（1840
）
と
し
て
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
「Principles
oflegislation
」
は
、「T
he
theory
oflegislation
」
の
第
一
卷
に
該
当
す
る
。
（
１３
）
『
和
蘭
字
彙
』
に
「oorzaak
根
本
又
起
リ
又
起
ル
事；
縁
故
」
「reden
道
理
ノ
辨
ヘ；
理；
訳
筋
ノ
言
ヒ
立
」「verstand
才
智
」
「billijkheid
神
妙
ナ
ル
事
」
と
あ
る
。
参
考
文
献
沖
森
卓
也
『
日
本
語
史
概
説
』、
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
〇
佐
藤
喜
代
治
「
漢
語
の
源
流
―
―
「
万
法
精
理
」
の
訳
語
に
つ
い
て
」
『
文
芸
研
究
』
六
十
、
一
九
六
八
「「
万
法
精
理
」
の
訳
語
に
つ
い
て
―
続
―
」『
国
語
学
研
究
』
十
、
一
九
七
〇
鈴
木
恵
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
卷
十
八
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
五
高
野
繁
男
『
近
代
漢
語
の
研
究
―
日
本
語
の
造
語
法
・
訳
語
法
―
』、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
陳
力
衛
「
和
製
漢
語
と
中
国
語
」、『
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
一
二
森
岡
健
二
『
改
訂
近
代
語
の
成
立
語
彙
編
』、
明
治
書
院
、
一
九
九
一
山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
―
「
由
（
ヨ
シ
）」
の
用
法
を
通
し
て
―
」（『
国
語
学
』
第
六
十
七
集
、
一
九
六
六
）
（
す
う
ぶ
ん
く
ん
中
国
人
民
大
学
講
師
）
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